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病院薬 局に お け る特殊製剤の 調査 ・研究

　　　第 5小委員会　委員長　○吉成昌郎

（委員）　伊藤　博，大竹康友，笠原伸元 ， 島田慈彦 ，

　　　 村 田 正 弘 ， 山瀬康正，山村喜一

（

1 ．ア ン ケー ト回収実態

　 「病院薬局製剤
一

特殊 処方 とそ の 調製法」第 2

版 の編集に ご協力い た だ い た 137施設 に ，今回新

た に 6 施設を加え，合計 143施設 に ア ン ケ
ートを

発送 し， 139施設 か ら回 答を得た ．回答率は 98．2

％ で あ っ た．さ らに ，指名病院以外 で も有用 な 製

剤で貢献 さ れ て い る 施設がある の で は な い か と の

当委員会 の 見解か ら，　JJSHP，　VoL 　25，　 No ．10

（1989）で 募集 した と こ ろ ，
4 施設か ら応募があ っ

た．以下 に 回答施設名、応募施設名
＊

を記す ．

○大学病院（64）

　北海道大 ， 札幌医科大，旭川医科大，東北大，

山形大，東京慈恵 会医科大，慶応義塾 大，東京医

科大 ， 東 京女子医科大 ， 順天堂大，東京大 ， 東京

大分院
’

， 昭和大 ，東邦大 ， 日本大学板橋 ， 帝京

大，自治医科大，筑波大，群馬大 ， 埼玉 医科大，

防衛医科大，千葉大 ， 横浜市立大 ，北里 大，聖 マ

リア ン ナ 医科大 ，聖 マ リア ン ナ 医 科大横浜西部，

東海大，昭和大学藤が丘 ，新潟大 ， 信州大，富山

医科薬科大，金沢大 ， 金 沢医科大，岐阜大，名古

屋大 ，名古屋市立 大 ， 三 重大，大阪大 ， 大阪市立

大， 大 阪医科大，関西医科大 ， 京都大，京都府立

医科大，滋賀医科大，神戸大，奈良県立医科大，

和歌山県立医科大，鳥取大，島 根 医 科 大 ， 岡山

大，川崎医科大 ， 広 島大 ，山 口 大，徳 島大 ， 香 川

医科大，高知医科大 ，愛媛大，九 州 大 ， 久 留 米

大，長崎大，熊本大 ， 九 州大生体防御医学研，宮

崎医科大，鹿児島大

○国公立 ， そ の 他 の 病院（79）

　市立 札幌 ， 国立札幌，市立室蘭 総 合 ， 市 立 旭

川，釧路赤十字 ， 市立釧路総合，青森県立 中央 ，

八戸市立市民 ， 岩手県立 中央，大館市立総合，平

鹿総合，東京逓信，自衛隊中央，共済 組 合 虎 の

門 ， 国立病院医療 セ ン タ ー，東京都立墨東，関東

逓信，国立 東京第二 ，日赤医療 セ ン タ ー，癌研附

属，共済組合立川，上都賀総合 ， 佐野厚生総合，

君津中央，国立千葉，国立国 府台，国立横浜，国

立相模原，横須賀共 済，市立 川崎，山 梨 県 立 中

央，佐渡総 合，新潟市民，佐久総合
’

，富山市民 ，

富山赤十字 ，高岡市民，石川県立中央，福井県立 ，

聖隷浜松，聖 隷三方原，豊橋 市 民 ， 蒲郡 市民
＊

，

国立名古屋 ， 県立岐阜 ， 市立 四 日 市 ， 国立大阪，

東大阪市立 中央，新千里，市立堺 ， 京都第 二 赤十

字，共済組合近畿中央 ， 神戸市立 中央市民 ， 鳥取

県立 中央，鳥取赤
．
卜字，島根県立 中央，岡山赤十

字，国立 呉，県立広 島，マ ツ ダ   マ ツ ダ，国立岩

国 ，山 口 県立 中央 ， 山 口 労災 ， 高松市 民，高松赤

十字
’

，愛媛県立 中央，松山赤
一
卜字，国立病 院 四

国が ん セ ン タ ー，高知県立 中央 ， 新 日鉄八幡，九

州 厚生年金，九州労災，飯塚，佐賀県立好生館，

国立長崎中央，国立別府，大 分赤 十 字，県 立 宮

崎，鹿児島市立

II．調査内容

　1．　調査依頼文の要旨

　当委員会で は 先生方 の ご協力 に よ り1986年に 出

版 した 「病院薬局製剤
一

特殊処方 とそ の 調製法」第

2 版の 改訂作業を始 め る こ と に な り，今後 の す す

め 方と して ，当委員会 メ ン バ ーがそれぞれ担当す

る病院に
， 前回 と 同 じ要領で ア ン ケ ー トを お 願 い

す る こ とに な っ た ．すなわ ち，別添資料は貴施設

よ り寄せ られた資料か ら当時の 当委員会が採用 さ

せ て い た だ き掲載 し た もの で あ る が，こ の 内容の

取捨選択 と追加品 目な どの 追加事項 に つ い て ， 別

添資料に朱筆を入 れる だけ の 訂正 と， 新た に 追 記

す る も の に つ い て は ，同封 の 原稿用紙 に 記入 して

い た だ きた い ．
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　そ して ，こ の 結果を 日本薬学会第 110年会 の 病

院薬局協議会に発表す る と共 に ， 第 3版と して 日

本病院薬剤師 会よ り出版す る予定で あ る の で
， よ

ろ しく ご協力をお願い する ，

　なお，そ の製剤が編集 目的に 沿 うもの か ど うか

の 判定は な か な か難 しい 問題 で ある こ とを経験 し

た が，一応，今回 も院内約束処方 の 粉末製剤 と判

断 し た もの と，LV ．　H の base　so1ution を除外

す る こ とに した ．そ して ご回答 い た だ い た 品 目の

中で ，そ の 採否 に つ き担当委員 と再度協議 して い

た だ くこ とが ある と思 うが ， そ の 節は よ ろ しくお

願 い する．

　ま た ， 前回 同様，例えば神経ブ ロ
ッ ク用注射剤

や 人工肛門周囲び らん 用軟膏 の よ うに 処方 の 類似

し た製剤が複数ある場合は そ の
一

つ を代表 と し て

詳述 し，そ の 他の もの は欄末 に 処方 と施設名 の 紹

介に とどめ る場合が あるが， こ の 選択 に 当 り当委

員会 の 判断に 対 し ご寛容願い た い ．

　さ らに ，参考文献 の 確認 は 本作業 の 性質上重要

事項 に な る の で ，こ の 充足 に つ い て は 格別 の ご協

力 を お願 い す る．

　2． 調査項 目

　1） 製剤名 ：貴院で つ け られ て い る 名称．もし
一

般的に 通用する 名称が あれば ， それ も併記 して

下 さ い ．

　2）　処　方

　3）　製剤企画 の 動機 ： 〔例〕医師か らの 要望．薬

局か ら の 提言
一

文献検索か ら，薬局 の 研究か ら，

本書か ら，

　4）　処方薬剤規格 ： 〔例〕局方品 ， 試薬特級， メ

ル ク 製品 に 限 る な ど．

　5）　処方薬剤入手方法 ：市販品 として 入手で き

ず ， 特別の ル ー ト があ る 場合 ご記入 下 さ い ．

　6）　調製法及び製剤を収納する 容器 ：〔例〕カ プ

セ ル （エ ラ ン コ ○号）， カ プ セ ル 100個を 密封 ガ

ラ ス 瓶 に 収納 し，
1 瓶単位で 交付 ， 幼児用な の で

特 に 小型カ プ セ ル （エ ラ ン コ ○号）．な お ，一
般

的な方法 と判断され た場 合 は記入 し て い た だ か な

くて も結構 で す．

　7） 貯　法

　8）　有効期限ま た は 使用期限 ： 用時調製か ， 予

製を し て お くもの か ，有効 期限を設定 し て い る の

か ，そ の 根拠を ご記 入下 さい ．〔例〕予製一製剤後

1 年 （データ あ り， データ は な い が経験的 に 1年

として い る）．用時調製一
変質が速 い と判 断 され

る．安定性 の デ ータ がな い ．

　9）　供用先 ： 〔例〕外来診察室，病棟ナ
ー

ス ス テ

ー
シ

ョ
ン ，手術室，臨床検査室，調剤室ある い は

患者に直接交付，

10） 適　応

11）　用法 ・ 用量

12）　製剤情報提供 の 可否 ；本書出版 日 （平成 2

年 8 月頃） よ り 3年間 （第 4 版改訂 まで ），本製

剤に 関する他施設 か らの 問い合わ せ に 対 し回答 で

きるか．で きる ．で きな い ．

13） 医師 の 評価 ： 〔例〕治療上不可欠．有用性

がある の で 可能な限 り欲 しい ．製剤環境 に よ っ て

は1辞退 し て もよい ．

14）　備考 ： そ の 他 の 補足的な事項を ご記入 下 さ

い ．

15） 文献 ： 著者名 ， 標題もご記入下 さい ．

16） 3），8）， 12），13） の 調査項目は 今回新た に ご

回答願 うも の です．第 2 版よ り継続 で 掲載され る

製剤に もご記入下 さい ．

3． 調査結果

　イ ．回答された 全製剤数 （応募を含む）　1，327

　 ロ ．イ の うち ，当委員会が
‘‘
第3 版

”
に 代表 と

して 紹介す べ きと判定 した製剤数856，そ の 内訳 を

表 1 ，表 2 に 示す．

　
ハ． ロ の うち

‘‘
第 3版

”

に 新規収載 され た製剤

（以下新収載製剤 と略）数238，そ の 内訳を表 3 ，

表 4 に 示す．

　 二 ．第 2 版に は代表製剤処方 と し て紹介され て

い る が，
“

第 3版
”

で は 削除 され た 製剤数 147
，

そ の 内訳を表 5 に 示す．

　ホ ．新収載製剤を
一

覧表に し て 表 6に 示 す．

（P ．S −44〜S −53）

4． 総　　括

　1）　新収載製剤を 内用，注射，外用剤お よ び検

査 ・診断用剤 に分類 した 場合，内用剤 16 剤 （6．7

隔

備 ．
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％）， 注射剤 34剤 （14．3％）， 外用剤 168剤（70．　6

％），検査 ・診断用剤 20剤（8．4％ ）

　2） 1）を剤形 ・用途別に 分類 した場合 ， 外皮用

軟膏剤50剤（21．1％）， 注射剤33剤（13．9％）， 吸入

剤18剤（7．6％）， 消毒剤 ・保存剤17剤 （7．1％），皮

膚塗布剤16斉1」（6．7％）， 点日艮液15剤（6．3％）， 杢』筆剤 13

剤（5．5％）， 検査 ・診断用剤11剤（4．8％）， 内用液

剤 8 剤（3．4％），含嗽剤 7 剤 （3．0％）， 歯科 口 腔用

塗布剤 7 剤（3．0％）

　以 ヒ，上位10位ま で （全体 の 82．4％を 占め る ）．

　3） 新収載製剤が 多 く利用 され て い る 適 応 対

象

　 a ．皮膚外用剤 の 緑膿菌 真菌を 含む 感 染 症

（褥瘡，熱陽，火傷，潰瘍 ， 痙瘡等）（抗菌剤配合

処方）　　　　　　　　　　　　　　 26剤

　 b ．歯科 口 腔用剤の 口 内炎 ・舌炎等 の 口 腔内の

炎症性疾患　　　　　　　　　　　　　　　14剤

　 c ．眼科用 剤の 角膜炎 ・角膜潰瘍等の角膜 の 炎

症性疾患　　　　　　　　　　　　　　　11剤

　 d ．耳鼻科用剤 の 細菌感染を伴 う （又 は 感染防

止を必要 とす る）外耳 ・中耳又 は 上気道 の 炎症性

・ア レ ル ギー性疾患 （抗生物質 ・副腎皮質 ホ ル モ

ン 配 合処 方）

　e ．手指，皮膚，粘膜の 消毒剤

　f．抗悪性 腫瘍用 （疼痛緩和を 含む）

　　の 坐剤

　9 ．乳癌用 の塩酸 ドキ ソ ル ビ シ ン 配合

　　軟膏

　h ．人 工 肛 門周囲の び らん用 の 軟膏

　i．色素散布法 に よ る胃内視鏡検査用

　　試薬

　j．乾癬用 の ア ン ト ラ リ ン 配合軟膏

　k ．潰瘍性大暘炎用 の 注射剤

　 1．自己導尿 カ テ ーテ ル の 消毒剤

m ．悪性腫瘍診断用の注射剤

　n ．尿細管性 ア シ ドーシ ス 負荷試験用

　　の 注射剤

　4）

　 イ．

11剤

8 剤

5 剤

3 剤

3 剤

3 剤

2 剤

2 剤

2 剤

2 剤

2 剤

　　　今回新た に 設 け た調査項 目の 回答結果

　　　製剤企画 の 動機 を 明示 した製剤数は 517で ，

こ の うち，医 師 か らの 要望 に よ る もの が 471 で ，

91．1％，薬剤部か らの 提言｝こ よる もの が46で 8．9

％ （医師 と薬剤師 との 共同企画 ，共 同研究の 結果

とした もの が 2 剤あ り，い ずれ も両 方 に 加 算 し

た）．

　 ・ ．製剤情報提供 の 可否を表明 し た 製 斉1数 は

519 で ，こ の うち，本書 出版 日 よ り3 年間本製剤

に 関す る他施設か らの 問い 合わ せ に 対 し回答で き

る とした も の は 503 で 96．9％ ，で きな い と した も

の は 16で 3．1％ ．

　 ハ ．医師の 評価が表明され た 製剤数は 462 で ，

こ の うち，治療上 不可欠 と した も の は 248 で 53．7

％ ，有用性があるの で 可能な限 り欲 しい と し た も

の ば 198で 42．9％ ， 両方を加算す る と 446 で ，全

体 の 96，6％を 占め る ．なお，製剤環境に よ っ て は

辞退 し て もよ い とした もの は 15で 3．2 ％，有凋性

は な い と思われ る と し た もの が 1例 （0．2％）あ っ

た．

　 5）　　削除製斉il

　第 2 版 に は 代表製剤処方 として 紹介 され て い る

が，
‘

第 3版
”

で は削除され た製剤は 147 あ り，

そ の 削除理 由と して は 前回同様，  現在製剤 し て

い な い （削除 された 大半 が こ れ に 相当 す る）．旬

同
一

成分の製剤が市販 された （ポ リ ミ キ シ ン B カ

プ セ ル
，

ク エ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム 液，硝酸イ ソ ソ ル

ビ ド注射液 ， イ ン タ
ール 点眼液，ボ ス ミ シ ン 点耳

液 ，
テ ガ フ

ール ズ ポ，サ ラ ゾ ピ リ ン 坐 薬，ア ル ギ

ニ ン 注 の 8 製剤）．  医薬品再評価に よ り配合成 分

の 有用性が否定され た （ア ネ ス テ ジ ン 加 ホ ウ 砂 グ

リ セ リ ン の 1 製剤）が あげ られ る．

　 6）　そ の 他

　製剤別索引は ，
‘‘

第 3 版
”

に新収載 の 製剤に つ

い て は ゴ シ
ッ

ク 体で ，第 2 版に新収載 の 製剤に つ

い て は 中 ゴ シ ッ ク体で 記載 した．また ， 初版か ら

削除された 製剤 に つ い て は
＊

マ
ーク を付す と共 に

初版 の
べ 一ジ を，第 2 版か ら削除された製剤 に つ

い て は
＊ ＊

マ ー ク を付す と共 に 第 2 版 の ペ ージ を そ

れぞれ掲載 した ．

　なお，製剤の コ ー ド番号は新収載品 の 増加に 伴

い 今回新た に 付け直 した ．
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第 3版収載代表製剤の 内訳表 2，第 3 版収載代表製剤総計表 1．

扁

縞

分 　　　　　　　類 製 剤数 割合（％）

内
　

用

　

剤

散　　　 剤

錠 　　　　剤

カ プ セ ル 剤

丸　　　 剤

液 　　　　剤

10289131 1．23

．31

．00

．13

．6

小 　　　　計 79 9．2
注　　　射　　　剤 119 14．0

眼用

科 剤

点　 目艮　 液

眼 　 軟　 膏

6214 7．21

．7
小 　　　　計 76 8．9

耳用

鼻

科 剤

吸　 入　 剤

点　 耳 　 液

点 　 鼻　 液

　 布　 剤

3123517 3．62

．70

，62

．0

小 　　　　計 76 8．9
歯用

科
口

腔剤

含　 嗽　 剤

塗 　 布 　 斉1」

1727 2．03

．1

外

　
　
　
　
　
　
用

　
　
　
　
　
　
剤

小　　　　計 44 5．1

皮 外

用

膚剤

散　 布　 斉1」

軟　 膏　 剤

塗　 布 　 剤

717864 0．820

．87

．5
小 　　　　計 249 29．1

鑽

鋸
瀚

膀 胱 洗 浄 剤

浣 腸 ・控 腸 剤

坐 　　　　剤

そ　 の 　 他

1218371 1．42

．14

．30

．1
小 　　　　計 68 7．9

消毒 剤 ・
保 存剤 43 5．0

検

査
・
診

断

用

剤

内　 用 　 剤

注 　 射　 剤

点　 眼 　 液

軟膏 ・塗布 剤

そ　 の 　 他

105081710 1．25

．80

．92

．01

．2

小 　　　　計 95 11．1
そ　　　の 　　　他 7 0，8

合 　　　　　　 計 856 100．0

分 類 製 剤 数 割 合（％）

内　 　用

注　　射

外　　用

検 査 ・診 断用 剤

剤

剤

剤

7912056295
　　一
9．214

．065

．711

．1

合 計 856 100．0

新 収載製剤総計表 3．

分 類 製 剤 数 割 合（％ ｝

内　　用

注　　射

外 　 　用

検 査 ・診 断 用 剤

剤

剤

剤

ユ63416820 6．714

．370

．68

．4
合 言十 238 100．0
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表 4． 新 収載製剤 の 内訳

分 　　　　　　　類 製 剤 数 割 合 〔％ ）

内
　
　

用
　

剤

散　　　 剤

錠 　 　 　 　剤

カ プ セ ル 剤

丸　　　 剤

液 　　　　剤

34108 1．31

．60

．40

．03

．4

小 　　　　計 16 6．7

注 　　　射　　　剤 33 13．9

眼 用

科 剤

点 　 眼 　 液

眼 　 軟 　 膏

153 6．31

．3

小 　 　 　 　計 18 7．6

エ［用

鼻

科 剤

吸 　 入 　 剤

人1・：　 耳 　 液

点 　 鼻　 液

塗　 布　 斉1」

18414 7．61

．60

．41

，6

小 　 　 　 　計 27 112

歯用

科
口

腔 剤

含　 嗽 　 斉1」

塗 　 布 　 剤

77 3．03

．0

外

　
　
　
　
　
　
　
用

　

　

　

　
　
　
　
剤

小 　　　　計 14 6．O

皮外

　 用

膚剤

散 　 布 　 剤

軟 　 膏 　 斉1」

塗　 布　 剤

15016 0，42L16

．7

小 　 　 　 　計 67 28，2

葉至
鼎
殖 門
器 用
官 剤

膀 胱 洗 浄 剤

浣 腸 ・注 腸 剤

坐 　 　 　 　 剤

そ　 の 　 他

15131 0，42

，15

．50

．4

小 　　　　計 20 8．4

消 毒斉II・保 存 剤 17 7．1

検

査
・
診

断

用

剤

内　 用 　 剤

注 　 射　 剤

点 　 眼 　 液

軟菖 ・塗 布剤

そ　 の 　 他

411041 1．64

．80

．01

．60

．4

小 　 　 　 　計 20 8．4

そ　 　 　 の 　 　 　他 6 2．5

合　　　　　　　計 238 100．0

表 5．　 削除 製剤 の 内訳

分 　　　　　　　類 製 剤数 割 合 （％ ）

内
　
　

用
　

剤

散 　 　 　 　剤

錠 　 　 　 　剤

カ プ セ ル 剤

丸 　 　 　 　剤

液　　　　剤

251012 1．43

，40

，70

．08

．1

小 　　　　計 20 13．6

注 　　　射　　　斉ll 18 12．2

眼用

科 剤

点 　 眼 　 液

眼 　 軟　 膏

154 10．22

．7

小 　 　 　 　計 19 12．9

耳 用

鼻

科 剤

吸　 入 　 剤

点　 耳 　 液

点 　 鼻　 液

塗　 布　 剤

10321 6．82

．01

．40

．7

小 　 　 　 　計 16 10．9

歯 用

利．
口

腔 剤

含 　 嗽 　 剤

　 　 布 　 剤

311 2，07

．5

外
　

　

　
　

　

　

　

川
　

　

　
　

　

　

　

剤

小 　　　　計 14 9．5

皮外

　 用

膚剤

散 　 布 　 斉II

軟　 膏 　 剤

塗　 布　 剤

0344 0，023

．22

．7

小 　 　 　 　計 38 25，9

簾葦
駈
殖 門
器 用
官剤

膀 胱 洗 浄 剤

浣腸 ・注 腸 剤

坐 　 　 　 　 剤

そ　 の 　 他

2180 1．40

．75

．40

．0

小 　　　　計 11 7．5

消 毒 斉1レ 保 存 剤 2 1．4

検

査
・
診

断
用

剤

内　 用 　 剤

注　 射　 剤

点 　 眼 　 液

軟 膏 ・塗布 剤

そ　 の 　 他

04031 0．02

，70

．02

．00

．7

小 　　　　計 8 5，4

そ　　　の 　　　他 1 0．7

合　　　　　　　計 147 100．0
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表 6 ，新 収 載 製 剤
一

覧 表

（A ）　内用 剤 （16処 方）

一 一
〔散　　　　　斉1」〕（3処方）

胆 　　汁　　末

炭 酸 カル シ ウ ム 顆粒

中性 リン 酸 ソ
ーダ散

ヒ ト胆 汁

沈降 炭酸 カ ル シ ウム

無水 リン 酸 2 水 素ナ トリ ウ ム （21．7％ ）

無水 リン 酸 水素 2 ナ トリウ ム （78．3％）

手 術まで の 胆 汁補給

人 工 透 析患 者の 高 リン 酸血 症 予 防

低 リン 酸 くる病

〔錠　　　斉1」〕（4 処方 〉

ア ス ピ ll ン 50mg錠

ヨ ウ化 カ リウ ム 錠

G錠 （プ ラセ ボ錠 ）

ジ ゴ キ シ ン 錠

ア ス ピ リン （50mg／錠 ）

ヨ ウ 化 カ リウム （10mgI／錠 ）

乳糖 ・トウモ ロ コ シ デ ン プ ン

ジ ゴ キ シ ン （0．125mg／錠 ）

血 栓 1坊止

1311
使 用 検査 時の 甲状腺ブ ロ

ッ ク

プ ラセ ボ

強 心 剤

〔カプ セ ル 剤 〕（1処 方 ）
A

リジ ン ・
ン トル i）ン カプセ ル 　　リジ ン

・
シ トル リン （1g ・05g ／ カ プ セ ル ）　 ア ミ ノ 酸代 謝 異常

〔液 剤〕（8 処 方 〉

2．5％Eniacolyx ア ル ギ ン 酸 ナ ト リ ウ ム
・

リ ドカ イ ン 食道 癌の 疼 痛の 緩 解

L−KG （小 児用 総合感冒剤） アセ トア ミ ノ フ ェ ン ・臭化水索酸デ キス トロ 小 児用 総合感冒剤

メ トル フ ァ ン ・
マ レ イ ン 酸 ク ロ ル フ 〕」 ニ ラ

ミン ・dl塩 酸 メ チル エ フ ェ ドリ ン ・カ フ ェ

イ ン ・ア ス コ ル ビ ン 酸
．
経 ロ トロ ン ビ ン 用 リン 酸 緩 衝 液 リ ン 酸 1水 素 2 ナ ト ll ウ ム ・リン 酸 2 水素 1 トロ ン ビ ン に よ る上 部消化管出血

カ リウ ム 止 血 時

経 ロ デ キサ ル チ ン ゼ リー デ キサ ル チン 歓膏  ・精 製水 逆流性食道炎

ジ クロ ル 酢酸水溶液 ジ クロ ル 酢酸（10mg ／mD cytochrome 　 c　 oxidase 欠損 症

DMSO シ ロ ッ プ ジ メチ ル ス ル ホ キシ ド（5 ％） ニ
ー

マ ン ・ピ ッ ク病 （C型 ）

柿 の へ た 煎 剤 柿の へ た 6個 以 上 横 隔膜 痙 攣

バ ン コ マ イ シ ン 矯 味 液 クエ ン 酸 ・酒 石 酸 ・
エ タ ノ

ー
ル
・
単 シ ロ

ッ プ ・バ ン コ マ イシ ン 散 の 矯味

パ ラベ ン ・水

（B ）　注射剤 （33処方）

製　　剤　　名 主　成　分　恰 量 ） 適 　 　 　 　 　応

新 生 児用 ア ミ ノ酸 輸 液 ア ミ ノ 酸 18種 配 合 フ ェ ニ ル ケ トン 尿症等 ア ミノ酸代

謝 異常

TOXY 液 塩 化 ナ ト リウム ・
乳酸 ナ トリウ ム ・ブ ドウ糖 急性 薬物中毒 に 対する初期 輸 液

・Cu・EDTA 注射液 Cu−EDTA （Cu　l　mg ／ 1AlmD Menkes　Kinky 　hair症 候群の 銅 補

充療法

リ ン 補給液 II リン 酸 1水素 2ナ トリウム
・リン 酸 2 水素 1 低 リン 由1．症

ナ ト IJウ ム （P15．5mg ／ 1ml ）
Zn − Cu 注 塩 イ匕亜 鉛 ・塩 イ匕第：二銅〔Zn3．09mg ・CuO ．3 高カ ロ リー輸液 施 行時 の 微量 元 素

mg ／ 1A2ml ） 欠乏症

セ レ ン 注射液 亜 セ レ ン 酸ナ トリ ウム （Se　50μ g／ 1Alml ） セ レ ン 欠乏症，長 期高 カロ リー輸

液 に よる微量元素欠乏症

腹膜灌流液（Ca・Free） 塩化ナ トリウム ・塩 化 マ グネシ ウ ム ・乳酸ナ 悪 性 腫 瘍の 骨転移や 多発性 骨 髄 腫

トリウ ム ・ブ ドウ糖 （Na ＋140．5，　 Mg2 ＋1．5， に よ る高カ ル シ ウ ム 血 症 で 腎不

Cr9α．5
，
　 Llactate　45．5mEq／ L ） 全 を合 併 して い る患者の 腹膜透

析

ADM ・HPC 液 塩 酸 ドキ ソ ル ビ シ ン ・ヒ ドロ キ シ プ ロ ピ ル セ 膀胱腫瘍

ル ロ ー
ス

轟
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製　　剤 　　名 主　成 分 　（含 量 ） 適 　　　　　応

EPIROS 注 塩 酸 エ ピ ル ビ シ ン ・リ ピ オ ドール ウル トラフ 肝腫 瘍 に対す る動注療法

ル イ ド 

CPLS シ ス プ ラチ ン ・リピ オ ドール ウ ル トラフ ル イ 肝細胞癌，卵巣癌 に対する動注療

ド
  法

CPS カーボ ン ブラッ ク
・PVP リン パ 流検索 用，リン パ 節郭清の

指標

乳 酸 注 射 液 乳酸（O．1ml／ml ） MMC 大 景 投 与 時 の 副 作用 の 軽 減

ヘ マ トポル フ ィ リン 注 ヘ マ トポル フ ィ リン ナ トリウム （5mg ／mD 塩の レ ーザー光 化 学 治 療

ア ン ギ オ テ ン シ ン II注 射液 ア ン ギオ テ ン シ ン H （2 μg／ m1 ） 動脈 造影 時 の 血 管収縮 剤

エ タノ
ー

ル ア ミン オ レ エ
ート注 モ ノ エ タ ノ

ー
ル ア ミ ン 。オ レ イン 酸 ・イ オパ 食道静脈癌 硬 化 療法 の 硬 化 剤

射液 ミ ドール

20％ガ ラ ク トース 溶 液 D−〔十 ）
一
ガ ラ ク トース （200mg ／mD ABO 式 皿L液型不適合患 者 の 腎移

植時

30％ ガ ラ ク ト
ー

ス 注射液 ガ ラク トース （300mg ／ mD 肝細 胞 代謝 ク リア ラ ン ス 用 静脈負．

荷試験

人工 精 液瘤灌流液 塩 化 ナ ト リウム ・塩化 カ リウ ム ・塩化 カ ル シ 精 管 閉塞 に よ る 無精子症 患者に 対
’

ウ ム
・ブ ドウ 糖

・ア ル ブ ミン ・炭 酸 水素 ナ し，人工 精 液 瘤 を造設

ト 11 ウ ム ・エ リス ロ マ イ シン

人工 髄液 （No ．19） 塩 化ナ トリウ ム
・塩 化 カ リウ ム

・塩 化 マ グネ 脳 神 経 外科 手術時の 頭 蓋 内 洗1ぎ「 と

シ ウム
・塩 化 カル シ ウム

・リン 酸 1 カ リウ 脳 室 灌 流

ム
・乳 酸ナ トリウム

・炭 酸水素 ナ トリウ ム
・

ブ ドウ糖

CAVH 置換 液 塩 化 ナ トリウ ム
・グル コ ン 酸 カ ル シ ウム CAVH 施行時の 補 充液

DMSO 注射液 ジ メ チ ル ス ル ポ キ シ ド ア ミ ロ イ ドーシ ス

0．01M 　EDTA ・2Na エ チ レ ン ジ ア ミ ン 4 酢酸 ナ ト リ ウ ム （74，4mg 重金属の 解 毒

／1A20ml ）

　　　　　　　　　 L、
トリヨ

ードサ イ ロ ニ ン 正 ト 11 ヨ
ー

ドサ イロ ニ ン （10μg／ ml ） 粘 液 水腫 昏 睡

タウ リ ン 注 射液 ア ミノ エ チ ル ス ル ホ ン 酸 （800mg ／ 1A20ml ） 肝 機能 の 改 善，体力消耗 の 改 善等
．

ヒ ス タ ミ ン 注 ヒ ス タ ミ ン （5mg ／ 1A5ml ） 腕 神 経叢 麻 輝

1 ％塩 酸 プ ロ カ イ ン 注射 液 塩酸 プ ロ カ イ ン （10mg／ ml ） 伝 達 麻酔

20％ イ ン トラ リ ビ ッ ド注 （10ml） 20％ イ ン トラ リピ ッ ド
  100m［注 内

．
視 鏡 的 ボ リペ ク トミ

ー
の 応 用 と．

10mlずつ に 分 割封 入 して 病変 粘 膜下 に 注 入

レ ダ コ
ート液 酢 酸 ト I！ア ム シ ノ ロ ン （12．5mg ／ 1V10ml ） 円形脱毛症．癈i痒 の ひ どい 皮 膚病，、

ケ ロ イ ド

りオ チ ロ ニ ン ナ ト リウ ム 注 射液 リオ チ 卩 ニ ン ナ トリウ ム （50μg／mD 脳 下垂 体 機 能低下 症 て
．
経 口 摂取 イ｛：

能時

塩 化 メチ ル ロ ザニ リン 注 塩 化 メチ ル ロ ザニ リン ス トーマ 位置の 決定

オ キ シ ン 硫酸
．
塩 注射液 オ キ シ ン 硫酸塩（100μ9／m1 ）

1111n
標識 白1凸1．球 シ ン チ グラ フ ィ

ー

　　　　　　　　　　 呷「
0．42Ml ・リツ マ ベ ース延 ト I！ツ マ ベ ース （50．88mg／ml ）

1111n
標識 Ll卩雁 才くシ ン チ グラフ ィ

ー

人工 羊水 ア ミノ酸14種 ・塩 化 カ リウ ム ・塩 化 カ ル シ ウ 羊水過 少症

ム ・塩化ナ トリウ ム ・乳 酸 ナ トリウム

（C ＞　眼 科用 剤 （IB処 方）

製 　 剤 　 名 主 成 分 （含 量） 適 応

〔点 　眼 　液 〕（15処 方 ）

0．5％硫 酸 ス トレ プ トマ イシZ 輔 艮液　硫酸ス トレ プ トマ イシ ン （5mg ／ m ！） 結核性 強 膜 炎
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製 　　剤　　名 主 成 分 　恰 量 ） 適 　　　　　応
4 ％ シ ノ ミン 点 眼液 ス ル フ ァ メ トキサ ゾー

ル ナ ト リウム （40mg ／ 眼 感染症（ブ ドウ球菌 ・連 鎖球
．
菌）

ml ）
IO．1％フ ロ リード点眼 液 ミ コ ナ ゾール （1mg ／ ml ） 角膜真菌症　　 ρ 、
フ ィ フ ロ 不 クチ ン 点 眼液 思者血 液 （クエ ン 酸加 ） 難治性 角膜上 皮障 害
：10％血 清

・10％ コ リマ イC点 眼 液 患 者 血 清 ・コ リマ イC点眼 液 （血 清10倍希釈 ） 角膜 潰瘍
1 ％硝酸 メチ ル ア トロ ピ ン 点 眼

液

硝 酸 メ チル ア トロ ピ ン （10mg ／ m1 ） 有機 リン 中毒 及び ペ ーチ ェ ッ ト病

　の 眼 発作
：MTA3 点 眼 液 （人 工 涙 液 ） 塩 化 ナ トリウム

・塩 化 カ リ ウ ム ・塩 化 カル シ 乾 性角結 膜炎 ， び まん性 表 層角膜
ウ ム

・
ク エ ン 酸 ナ ト リウ ム ・

ヒ ドロ キ シ エ 炎の 人工 涙液
チ ル セ ル ロ

ー
ス 等．

KT −1 点 眼液 （人工 涙液） 塩化ナ ト リウム ・ポ リビ ニ ル ピ ロ リ ドン ・メ 涙 液減 少症，角膜 乾燥症
チル セ ル ロ

ー
ス 等

BSS 〔硝子体灌 流 液 ） 塩 化ナ トリ ウ ム ・塩 化 カ リウム ・塩 化 カ ル シ 硝子 体灌流液
ウ ム ・ブ ドウ糖 ・炭 酸水 素ナ トリウム

．30％ グ リセ リン 点 眼 液 グ リセ リ ン （0289ml ／ mD 角 膜 浮腫
ヴ ェ ノ ピ リン 点眼液 ア ス ピ リ ン DL一リジ ン （45mg／m1 ） 角 膜 び らん ・電気性 眼 炎 の 消炎鎮

痛，コ ン タ ク トレ ン ズ 装着時の

炎 症 改 善
止0，1％ ビ ソ ル ボ ン 点 眼 液 塩 酸 プ ロ ム ヘ キシ ン （1mg ／mD 乾 燥 性 角膜症
レ プチ ラ

ー
ゼ 点 眼 液 レ プ チ ラー

ゼ 注2．5倍希釈 眼 内 出 血
1％オ ビ ソート点 眼 液

10％ ネ オ シ ネ ジ ン 点 眼液

塩 化ア セ チ ル コ リン （10mg ／m1 ＞

塩 酸 フ ェ ニ レ フ リン 〔100mg ／ m1 ）

白内障手術時の 縮腫 ， 角膜再生

手 術 時 の 散 腫維持
〔眼　軟　膏 〕（3 処 方 ）

0，5％モ ダ シ ン 眼 軟膏 セ フ タ ジ ジ ム ・眼科 用 自 色ワ セ リン （0．5％） 角膜潰瘍等の 重 症 感染症 な ど，手

術 後の 感染防 止
0．2％フ ロ リード眼 軟膏 ミ コ ナ ゾール ・眼．科．用 カナ マ イ シ ン 軟 膏

卿
角 膜 真 菌症

（0．2％ ）

ゼ ラチ ン 棒（ゼ ラチ ン ・ロ ッ ド） ゼ ラ チ ン ・硫 酸 ミ ク ロ ノ マ イシ ン 乏涙 症

鳥

（D ）　耳 鼻 科用 剤 （27処 方）

製　　剤　　名 主　成 　分　！含 量 〕

〔吸　人 　剤 〕（18処方）
適 応 ｛

ネ ブ ラ ．イザ
ーA液 リン 酸ベ タ メ タゾ ン ナ ト リウム ・

エ ピ ネフ リ ア レ ル ギー性 鼻炎，耳管狭 窄症，
ン

慢 性 咽喉頭 炎
イ ン ドメ タ シ ン 吸 入液 イン ドメ タ シン ・リン 酸緩 衝 液 （0．035M ，　pH ぴ まん性 汎 細気管支 炎

7．4＞
鼻 腔 吸 入 液 硫酸 ジ ベ カ シ ン ・リン 酸 ベ タメ タ ゾ ン ナ トリ 鼻炎，副 鼻腔 炎

ウム

，吸 入用 デ カ ドロ ン リン 酸 デ キサ メタ ゾ ン ナ ト11ウム 〔0．2mg ／mD 上 気 道 炎，急性 副鼻腔 炎，急性 喉

頭 炎
．鼻吸 入 液 リン 酸 デ キサ メ タゾ ン ナ トリウム ・エ ピネ フ 慢性 副 鼻腔 炎，鼻 ア レ ル ギー

等
リ ン ・硫酸 ア ミ カ シン

喉頭 吸 入液 リ ン 酸デ キサ メ タゾ ン ナ トリウ ム ・塩 酸 プ ロ 急性 咽 喉頭 炎 等
ム ヘ キ シン ・硫酸 ア ミカ シ ン

ネブ ラ イザーD 液 リン 酸 ベ タメ タゾ ン ナ トリウ ム
・
硫酸ネチ ル 耳 鼻科 用 ネブ ライザー

マ イシ ン
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（

製 　 　 剤　 　名 主 　 成　分 　（含 量 ） 適 　 　 　 　 　応

硫酸ネチル マ イシ ン
・デ キ サ メ デ キサ メ タ ゾ ン ・硫 酸 ネチ ル マ イ シ ン 鼻前庭 及 び 周囲の 炎 症，ア レ ル ギ

タ ゾ ン ・ネ ブ ラ イザー液
一性 鼻 炎

ゲ ン タマ イシ ン ・バ ン コ マ イ シ 硫酸ゲ ン タマ イ シン ・塩酸バ ン コ マ イシ ン 白血病 患者用 咽 頭 ネブ ラ イザー

ン 吸 入 液

ビ ス タマ イ シ ン ネブ ライ ザー液 硫酸 リボ ス タマ イシ ン
・エ ビネ7 りン 副 鼻腔 炎 ， 上顕洞炎

1 ％ 硫 酸シ ソ マ イ シ ン 吸入 液 硫酸 シ ソマ イシ ン ・リン 酸ベ タメ タ ゾ ン ナ ト 咽 頭 炎，副鼻腔 炎

（ベ タ メ タ ゾン 含 有） リウ ム

吸 入 用 フ ォ
ーチ ミシ ン 硫 酸 ア ス トロ マ イシ ン （10mg ／ml ） 上気道炎，急性副鼻腔 炎，急性喉

頭炎

ボ ス ミシ ン ネ ブ ラ イザー ホ ス ホ マ イ シ ン ナ トリウ ム ・リン 酸デ キサ メ 慢 性 副 鼻腔 炎等

タ ゾ ン ナ トリウム
・ア レ ベ ール  

フ ロ リード吸 入液 ミ コ ナゾール ・塩 酸 プ ロ ム ヘ キ シ ン 呼吸 器 内 科 ネ ブ ラ イザー

ネ ブ ライザー1液 コ リス チ ン メ タ ン ス ル ホ ン 酸ナ トリウ ム ・硝 急性 副 鼻腔 炎，慢 性 刪 鼻 腔炎 の 急

酸 ナ フ ァ ゾ リン ・リン デ ロ ン A液   性 増．悪期

喉用ネブ ライザ
ー コ リス チ ン メ タ ン ス ル ホ ン 酸ナ トリウム

・リ 上 気道 炎等

ン 酸デ キサ メ タゾ ン ナ トリウ ム
・

エ ピ ネ フ

リ ン

テ イ カ ゾ ン ブロ ン カ ス マ ベ ル ナ 1丿ン 酸 デ
．
キサ メ タ ゾン ナ ト リウム

・ブ ロ ン カ ア レ ル ギ
ー

性鼻炎，慢性副鼻腔 炎

液 ス マ ベ ル ナ  

3 ％ プ ロ ピ レ ン グ リコ
ー

ル 液 プ ロ ピ レ ン グ リコ
ール （3 ％） 喀 痰溶 解剤 〔ネ ブ ラ イザ ー川 ）

〔点 　耳 　液 〕〔4 処 方 ）

キ　セ 　イ リ ドカイ ン ・ハ ッ カ 油 ・液 状 フ ェ ノ
ール ・

エ 鼓 膜麻 酔

タ ノ
ー

ル

クロ マ イデ キサ メ サ ゾ ン リ ン 酸 デ キ サ メ タ ゾ ン ナ ト リウム
・クロ ラム 中耳 炎 等

フ ェ ニ コ
ー

ル

ベ ン トシ リン ハ イ ドロ コ
ー

チゾ ．ピ ベ ラ シ リ ン ナ ト リウム ・コ ハ ク酸 ヒ ドロ コ 中耳 炎，外耳 炎

ン 液 ル チ ゾ ン ナ ト Il ウム

フ ァ ン ギ ゾ ン 点耳液 ア ム ホ テ リシ ン B〔50μg／ ml ） 真
．
菌感舅辷に よ る†曼1生中1ギ炎

〔，・．II．鼻　液 〕 〔1 処
．
方 ）

　　　　噛．．
ス ノ

ー
ル 孜 塩 化 ナ ト リウ ム ・グ リセ リン ・ポ リ ソ ル ベ ー

　 ト80 ・塩 化ベ ン ザ ル コ ニ ウム

い び きの 軽 減

〔塗 　布 　剤 〕 〔4 処 ノ∫）

50％塩 化第 二 鉄 液 塩 化 第二 鉄 （50％ ） 鼻出血，扁桃摘出後 の 止 111L

ナーゼ ン ・ザ ル ベ 白色 ワセ リン ・流 動 パ ラ フ ィ ン ・ハ ッ カ 油 副 鼻腔 術後 処 置，鼻 出 1〔1［

80％ トリク ロ ル 1昨酸 トリク ロ ル 酢酸〔80％） ア レ ル ギー性 鼻炎

10％硝 酸 銀 済 液 硝酸 銀 〔10％ ） 扁 桃 腺 炎，鼻 口 腔粘 膜 の 焼 灼

（E ）　歯 科 口 腔 用 剤 （14処方）

製　 剤　 名 生 　成 　分 　（含 址 ） 適 応

〔含　嗽　斉1」〕〔7 処 方）

0．5％塩酸テトラサ イク リン 含嗽 塩 酸 テ トラサ イ ク リン （5nlg／mD 喜発性 ア フ タ

液

イソ ジ ン ロ 腔 洗浄 液 イ ソ ジ ン 液  50倍希釈 抜 歯 煎の
．
含嗽 ，術後の 1｝「莇 i

，急性炎

症 切開 後の 洗浄

ア ク リノ
ー

ル 含 嗽 液 0．1％ア ク リ ノ
ー

ル 液20倍 希釈 放射線性口 内炎の 予防
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製　　剤　　名 主 　成 分 　（含 量 ） 適 　　　　 応
2％ 重 曹 ・ア カ ドロ ン 含 嗽液 炭酸 水素ナ トリウム ・デ キサ メ タゾ ン ・塩 化

．
抗癌 剤 使 用患者の 口 腔 内粘 膜 炎

メ チ ル ロ ザ ニ リン

エ レ ー
ス 含 嗽液 エ レ ー

ス 末   ・ア ズ レ ン ス ル ホ ン 酸ナ トリウム ・ 難治性 囗 内 炎

リ ドカ イン

サ イロ リ ッ ク 含嗽 液 ア ロ プ リノ
ー

ル （1mg ／ 1nU 癌化学療法に お け る 口 内炎の 予 防
滅 菌含嗽 用 水 道 水 水 道水 口 腔 内潰瘍 患者 の 含嗽 用

〔塗 　布　剤 〕〔7 処 方）

ア ク リ ノール ・ハ ネ
ー

ア ク リノ
ー

ル ・ハチ ミツ ・グ リセ リ ン 口 内 炎，口角び らん

0．01％ア ズ ノール グ リセ リ ン ア ズ レ ン ス ル ホ ン 酸ナ トリウム ・グ llセ リン 口 内 炎，鵞 口 瘡 ， 舌 炎 など

（0．1m9 ／ ml ）

2D％ ア ネス テ ジ ン ペ ー
ス ト ア ミノ安 息 香酸 エ チ ル ・ポ リア ク リル 酸 ナ ト 口 腔 内局所麻酔

リウ ム ・白色 ワ セ リ ン

テ トラサ イク リ ン トロ ン ビ ン 塩 酸 テ トラサ イ ク リ ン ・トロ ン ビ ン 末
・CM 口 腔 内 外の 創傷部の 治療

CMC 軟膏 C−Na ・自色ワ セ リ ン

「1腔 用 フ ァ ン ギ ゾ ン 軟膏 ア ム ホ テ リ シ ン B ・ア ミ ノ安息香酸 エ チ ル
・

真菌性 冂 内炎

ポ リ ア ク リル 酸ナ ト リウム ・ア ズ ノール 軟

膏  

AD フ ィ ル ム 塩酸テ トラ カ イン
・

ジ メ チ ル イソ プ ロ ピ ル ア 広範囲 の 激 しい 痛 み を伴 う口 腔 内

ズ レ ン ・
ヒ ドロ キ シ プ ロ ピル セ ル ロ

ー
ス

・
び らん病牽

無水エ タ ノール

口 腔 用 プ ロ ス タ グ ラン デ ィ ン 軟 I！マ プ ロ ス トα
一
シ クロ デ キ ス トリ ン 包 接 化 合 ロ 腔 内潰瘍 性 口 内炎

膏 物 ・デ キサ ル チ ン 軟 膏   ・
ゲ ン タ シ ン 軟膏   ・

ソ ル コ セ リル 軟膏   ・ボ 1
丿ア ク Ilル 酸 ナ トリ

ウ ム

轟

（F）　皮 膚外用剤 （67処 方）

製 　 剤 　 名 主 成 分 （含 量 ） 適 応

〔散　布　剤 〕（1 処 方 ）

サ リチ ル 酸 フ ラ ン セ チ ン T パ ウ

　 ダ ー
サ リチ ル 酸 ・

フ ラ ン セ チン T ハ ウ ダ
．一 

新生 児臍 帯の 乾燥

〔軟　膏　剤 〕（50処 方）

PLB 軟 膏

パ ニ マ イシ ン ・ソ ル ベ ー
ス

ミノ マ イ シ ン ア ネス テ ジ ン 軟 膏

ア クネCLD ク リーム

1％ ク リン ダマ イ シ ン 軟 膏

NET 軟 膏

塩 酸 バ ン コ マ イシ ン 軟膏

0．4％ フ ォ
ーチ ミシ ン 軟膏

硫 酸 ポ リミ キシ ン B ・ゾ ン ネベ ー
ス

 
（12，000

　単位／9 ）

硫酸 ジ ベ カ シ ン ・
マ ク ロ ゴ ー

ル 軟 膏

塩 酸 ミ ノサ イ ク リン ・ア ミノ 安 息 香酸 エ チ ル

　 軟 膏
 

塩 酸 ク リ ン ダ マ イ シ ン ・
フ
．
レ ドニ ゾ ロ ン ・プ

　 ロ ピ オ ン 酸 エ ス トリオール ・吸 水軟膏

塩 酸 ク リン ダ マ イ シ ン ・親 水軟膏〔1％）

硫酸ネチル マ イシ ン ・エ レ ー
ス 軟 膏

  ・テ ラ ジ

　 ア バ ス タ  

塩酸バ ン コ マ イ シ ン ・親水軟膏

硫 酸 ア ス トロ マ イシン ・自色 ワ セ リン （0，4％ ）

熱傷

緑 膿 菌感染症

放射性 皮 膚炎後の 潰瘍 部

尋常性痙瘡

尋 常性痙 瘡

熱 傷創，感染創

化 膿性 股 関節炎に お けるMRSA の

　感染 治療

乳癌 術 後 の 感 染 予防，熱 傷 ， 創傷 ，

　皮膚炎

A
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．广

製 　 　剤 　 　名

ネ チ リ ン C1 ，　 C −2軟 膏

0．3％ タ リ ビ
．ノドエ レ

ー．．一
ス

2 ％ ア ス ピ リン
．
軟 膏

0．025％ カ 7 サ ィシ ン 親 水帙 膏

ゲ
．一．ベ ン

．
シ tL ガー軟 膏

0．5％ ア ドリ ア シ
．
ン 輯く善「

0，5％ア ドリ ア シ ン 軟彦

ア ド リ ア シ ン
111：kt

．
i’

1．）1　・ISC）・1［lt・｝
「
V・

5 ％．L ナ ル モ ン
11歳膏

2 ％ テ ス トス テ ロ ン 歓膏

0，3％ チ カ
．’
ソ ン 1rJ・U｝（軟膏

1％｛3 ％ ｝ア ン
．1・ラ U ン 親 水軟

　膏

2 ％ア ン 1・プ リ ン 軟膏

：偏爵ヒーヒ レ ン
．
鱒こ
’
F3

’
1
’

イオ ウ ・レ ゾ ル ン ン
・

ワ セ リ ン
．

GH ！ て フ、タ

0．5％ グ リテ
．．一

ル ワ セ リ ン

1 ％ イ ク タ モ
．．− v．・匝鉛 華単 1欧膏

／θ

．il　成 　分 　：含 lrl：〕

硫酸 ネ チ ノレマ イ ン
．
ン

・
コ リ ス チ ン

．
メ．タ ン

．

　ホ ン 酸ナ トリ ウ ム
・梢 製 ラ ノ リン ・自

　 セ リ ン

オ フ ロ キ サ シ ン
・

エ レ
ー．．一

ス 軟膏
 

ア ス ピ リ ン
・フ

．
ラ ス チベ

・一
ス

 

カ ブ サ イ シ
．
ン
．・親 水 軟膏 1〔0．025％）

自 糖 ・ケ
．一．．ベ ン

．
ク l！一ム 斡

塩酸 ドキ ソ ル ビ シ ン ・親 水 ホ ロ イ ド  〔0．

塩 酸 ドキ ソ ル ビ シ
．
ン ・ビ ア ル ロ ニ ダ

ー
ゼ

　 ン ネベ ー
ス

 

厩 ド， ソ 。 1，シ ．
．ア 。 ，、一． 騨 、。．0・1・・ ・ …

　％ ）

ジ メ チ ル ス ル ホ キ シ ド ・親 水軟膏（20％ ）

エ ナ ン 1・酸 テ ス トス テ ロ ン
・il及水軟 膏〔5％ ）

エ ナ ン
．
卜酸 テ ス トス テ ロ ン

・
自 色 ワ セ リ ン

．〔2

　％ ）

エ トレ チ ナ ー．一
ト
・1吸水 帙 膏 〔0．3％ 1

ア ン
．
トラ リ ン

．・親水・欧膏 〔196 ・3 ％ ｝

ア ン トラ リン ・．Vi’リチ 几 酸 ・固 形 パ ラ
『
”　，i ン ・

　 コ
ーン ス タ

ー
チ ・自色ワ セ リ ン

．

．．．．lfiV，et匕セ レ ン ・．げ’リ チ ル 西菱・．ス ル フ ィ ソ キ→ナ

　 ゾ
．一．・

ル
・ゾ ン

．ネベ ー
ス

コレ

．沈 ll筆硫黄
・

レ ゾ Jレ シ ン
・

ヒ マ シ
．
油 ・白 色ワ セ

　 リ ン

酸 化．亜 鉛
・

トウ モ ロ コ シ テ
．
ン フ ン

．・黄色 ワ セ

　 リ ン
「・親 水 ホ ロ イド  ・ス ク

「：／ ．ラン
・パラ

’
ノ

　 　 イン
．．

グ リ テ・．一ル 油 ・
［
’
［色ワ セ リ ン 〔O．5Ftt　；，

　イ ク タモ ．・，／L．・1臣鉛 ：華 i．i軌軟fマビ1 ％ ）

｛

ア ミ ロ イ ド
．．．一

シ ス

尿 道
．
卜
．
裂 の 極 小 1：二蕚

．
峯

tJ
“11fi，ジ ．ス トロ フ ィ

ー

i
扁平 苔癬

尋 常
’1生乾 癬

1 に きび

尋常1生乾癬，脂 漏性 湿疹

脂 漏
・1生湿 疹，慢性湿疹，汗疹▼お

　 む
・’

丿力  1：れ

1糸i：斑 症，紅 皮症．
湿 疹膕皮 膚炎

1

6リバ カ
ー一

ボ ワ ・
ソ ク ス ラ

覃
　ク　　リ　　ノ　ー一丿し　9　『7 　ク　ロ　；コ

．』一　一ノレ1巨k7
」
．すCO，5？δ

．
） 発 赤，　’1・水垉 ，　び

．
らん

，丿Rcw ．．E ラ
フ
ク　リ　メ ．一・∫し　・エ ン

．一　ス 斗こ鋤 ・「 ア　ク r」　コ
“一．一

ノし 11吹 皮 膚 ぴ
．
ら ん，潰 瘍

膏

ワ ヒ
．
オ ク タ ニ ン ワ ．セ リン 塩 化 メチ ル ロ 廿 ニ リン ・自色ワ セ リ ン 10．1％ 1 股 問，背部 ひ

．
’） ん 剖1塗

ロ キ ノ ン 軟膏 ヒ ドロ キ
・

ノ 冫．．・ア ス コ ル ビ ン 酸
．・乳 剤

’
［十軟

・1
’
y　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I難1治

・
鬥1色 素沈 着 」1卍

基剤 　　　　　　　　　　　　　　　　　
11

・5 ％ ハ イ ドロ キ ノ ン プ ラ
　　　　　　　　　　　　 F ．． ’
ヒ　ト

．
ロ キ ノ ン　

・ア ス コ ル
．
ヒ
』
ン 酸 ・フ

．
ア ス

ー1一ぺ ！jt二」：北i：，」
ζ
1∫ 「　ii

．，1樋三Ei斑と

ノ
ナ ベ

ー
ス

・．．・
ス

コ リ ン 軟 膏
．
塩 化 メ タ コ リ ン

．・サ リチ ノレ酸フ ヂ ノ
．
ス チ ク

．．
ミ 光 尺性 無汗 無痛

」
り包症 等

ン
．・親 水軟 膏 低 形 成

一ス ・
イン シ ュ リン 軟膏 ．イン ス 11 ン ・1醗 泳

・1’1三懸濁 注
・

エ レ
．一

ス
1臨 量  糖尿！「

．
ll の 」

．
雲り11：予　皮 膚譲

L．一フ
．
ロ リン ・グ リシ ン 軟膏 L一フ ロ

Il
ン

・ク
．
リシ ン ・自

．
色ワ セ リ ン

．
ノ ロ リ ク

．．一．．一
ゼ 穴雪lt症 に

疾 患 の 改 蝉

トシ ン 軟膏 ブ ク ラデ シ ン ナ トリウ ム
・

マ ク ロ ゴ ー一一ル 軟膏 令 身・性 強 皮症 1．二よ る難

〔3％ 〕

コ レ ス テ ロ
・一

ノレ車欠ボ才 コ レ
．

ス テ ロ
ール ．・親水 軟膏（10彡6

．
：1

i
伴性 遺 伝

・
「生∫｛廴鱗 癬

」m

N 工工
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製　 斉

ビ タ ミン E ク リー

ビ タ ミ ン D3軟膏

才L陽 膏 M

凍 傷 ．軟 膏

カ ン フ ァ
・

レ シ チ ン ・ワ セ リン

1．L ，　 S．　R

3 ％ サ リチ ル 酸 ワ セ リン

月見．モ三ク リーノ、

7 ％ リ　ト
．
カ イン

．
ク リ

ー
！一、

ア ノレ ミ ニ ウム 特 殊 軟 膏

．
ゼ フ

．．
リヒ ド歓膏

人 LII匚門軟膏

主 　成 　分 　〔含量 ）

コ フ J、ロ
ーJL ・二礼剤性 軟膏 基 斉II

…

1加 レシ トリオ
ー一ル 泊 色ワ ま・ リ ン

ア ン ヒ シ リン
・ク ロ キサ シ リ ン ・1丿ン

　　メ タゾ
．
ン サ

ー
ト リウム

・
マ ク ロ ゴ ー

ノレ

d ．．カ ン フ ル ・クレ オ ソ ート・
ヘ ル

ー
バ ル

　 黄色ワ セ リ ン

カ ン フ ル
・

レ シ チ ン ・自色 ワ セ リ ン

　i’ラ ゾ リン ・．“Lチ ン ・
マ クロ コ

』一
ル 400

　 軟 膏

サ リチ ル 酸 ・白色ワ セ リ ン 13 ％ ｝

チ オ グ リ コ
ー

ル 酸 カ ル シ ウ ム
・火酸 化

　 ウ ム ・
グ
．
リセ リ ン ・親 水軟 膏

　リ ドヵ イン ・
ク リ

ー．一
ム 基 剤貝 7臨ノ ：：

』竺 塑 ＿ ＿」 ヱ

ア ル ミニ ウ ム 塞 ・キ シ ロ カ イン セ
．
リ・．・駕

　 ク汕 ・亜鉛
．
華軟

・
脅

次 没 食 r一酸 ビ ス マ ス ・亜鉛 華デ ン フ ン

　 フ ノ リ ン ・オ リ ブ 油

酸化 ・臣鉛 ・テ フ レ ノ ン ・11 フ ラ ・．tフ 軟膏   ・ブ

　ラ ス チベ ー一
ス   ・マ ク ロ ゴ ール 軟 膏

酸化 1111鉛 ・リ フ ラ
．ノブ 軟智   ・フ ラ 7．チ へ一

ス
「
｝tI

ア プ ロ チ ニ ン ・ア ル キサ 軟膏 

人一Ll肚 II｝］，11ト」囲の び らん

人 工 肌 門 周陟［の び らん

隔

〔塗 　布　剤〕（16処 与）

和

ー治療

轟

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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製　　斉1」　 名 i三
ア ク ロ マ イ ・リン デ ロ ン オ リブ

　油

ワ ’レ ツ 水

塩酸 テ トラサ ．イ

　 白色ワ セ リン

ア ミ ノ安 息 香酸

　 リ ン

　 　 　 　 　 　 成 　分 　1含 単：〕

塩酸 テ トラサ イク 1）ン ・11 ン デ ロ ン VG 軟膏   ・

ア ミ ノ安 息 香酸 エ チ ル ・タン ニ ン 酸 ・ク リセ

（G ）　 泌 尿 生殖 器 官お よび 肛 門用 剤 （20処 方 ）

　 　 　 適 　 　 　 　 応

婦 ノ
丶租 に お け る

．
魔
．
孔 の 治 療

授 乳 婦の 乳 頭保護剤

製 　 削 　 名 il　成 　分 　1含 曝 ｝ 商「 応

〔lt4e，厄五l　l先iTr　ifi亅〕 ほ 処 ノ戸

腟 洗 浄 用 イ ソ ジ ン 液 ボ ビ ドン ヨ
ー一

ド〔イ ソ ジ ン 液卿 20拮．希釈 ） 『先唾目

广

〔浣 腸 ・注 腸 剤 〕〔5処 ノ戸

11 ン デ ロ ン ゼ
．
リ
ー−

4 ％百 ケ ン 洗腸液

5 ア ミ ノ サ リチ 几 酸 注腸 i夜

注 腸 用 PAS

3，75f’

bcrv
・IC訌L閉易ji亅ff斐

リン 酸ベ タ メ タ ゾ ン ナ トリウ ム 〔0．02mg ／ mD 放射 線 照射 後 の 直1易炎

ラ ウ 1丿ル 硫酸 ナ ］・Il ウ ム （40mg ／ mD 洸 腸

i：腸 液 5 ．．ア ミ ノサ リチ ル 酸 ‘40mg ／mD rrl：腸 炎 ・ノr｛側 大腸 炎 ・全大 哩易炎塑

の 潰瘍 性 大腸 炎

ハ ラ ア ミ ノ サ リチ ル 酸ナ トリウ ム ・0．25％ 二 ノ、：側漬瘍
・
鬥．丿く腸炎

酸化 ケ イ素散

・力 丿しボ キシ メチ ル セ 几 ロ
ー一

ス ナ ト リウ ム 〔37．5 放射線に よ る 直腸 潰瘍

Il19 ／ m1 ：1

〔坐 　　　剤 〕「13処 丿∫：：1

5 ．Fu 腕 坐 薬

シ ス フ ラ チ ン 坐 薬

ABP σ］1：重；定
フ ロ ゲ ス テ ロ ン 叮室坐 薬

1〈A　200杢隆三撃三

フ ．L ノ バ ル ビ ク
ー

ル 坐 楽

／ フ ェ ナ ム 酸 坐 薬

十 ．でキ サ ン 坐 薬

モ JL ヒ ネ ・
イ ン ドメ ク シ ン 坐 刑

一
ズ
r
ノ レ ノ Sレ フ ィ ン

．．E］Eftil

リ マ ク タ ン 坐 薬

111空 『緕 1亅外
Fト
II｛

フ ラ セ ボ 坐 薬

フ ル オ ロ ウ ラ ン 几 ほ OOrnR／ 佃D
シ ス フ ラ チ ン

1：20mg ／ f固1

ア ン ヒ シ リ ン IIOOmg ／ fl’ID
−
7 ロ ゲ ス テ ロ ン 〔25mg ／．ilSl＞

チ t ヘ ン 弘
一’レ

．テ’トリ ウ ム ・硫酸 ア トロ ヒ ン

　f200mgtt　 l固 1

フ r．ノ バ ’し ヒ
．
タ
・．・「

し 〔5mg ．「／ il占「）
ノ
　

ノ
エ

→
−
！、酸 〔2n ユ9

／f［Sl）
ナ フ ロ キ セ ン i1300mg ／ iillit

塩 酸 モ ’し ヒ ネ10mg ・イン ドメ タシ ン 50mg ／ ¶lil

⊥巌酉菱
一
ズフ レ ノ ．1レ

ヒ
7 イ ン 〔0．3nlg〆

〆f［k［）

リ
’
7 ア ン　ビ ン ン Cl5〔｝mg ／ fl’・1）

ウ イ
．
テ フ ゾ

．− 」レ〔ホ．ス コ II−15  ）

ウ ィテ フ

．
ゾ ー．・ル W35

ゴ
．
宮癌

f・宮癌

GBS 感染症

鼓体機能不全忠者へ の ホ ル モ ン 袖

　 給

小 児の 丿、ll礎 麻酬1
」

痙 攣 発 作〔新 ’F，．　Li己・未熟 児 ）

極 小 恥熟 児の 動 脈 管 闇IS：311−t

消 炎，鎮痛，解 熱 （特 に 腫瘍 熱 ｝

癌 末期 の 疼 痛 緩 FI1

癌 性 疼 痛▼術 後疼 痛

結 核

坐 薬 ク）購剤

イン ドメ タ シ ン 坐 薬 の フ ラセ ボ

〔そ　の 　他 〕〔1 処 丿i）

5　FU エ マ ノレジ ョ ン フ ル オ ロ ウ ラ シ ル （3．35mg／ ml ｝
．
广宮癌

（H ） 消毒剤 ・保 存剤 （17処方）

　　　
：製 　 刑

ベ ス ハ ス

ト膏ii　角菱　ノ　@i　@ 　ン　　　　1　
、
　』　　

（ 醇 酸

溶
液

マー一 ） e
＝
卩水 Fノ ー キュ、

ロアノ

コー 丿
レ

3

ヒ ． m ゾ ン

キシフ ル生
HIl

　．名 <TAB>．｝こ @ 成 　分 　 〔 含量）<TAB>適　　　
@ 応　 　 　 　 　 　 「 <TAB>塩 化

ベ
ン Uルコニ

・ エ タ ノー ル <TAB>手指消毒 <TAB>酢 酸ア
ル
ミ ニ

（20 ％）<TAB>局 叶    E 消 毒

D 氷酢 酸 （ 4 ％ ） <TAB>腟鏡時 ﾌ 腟殺菌 <TAB>マーキ ュロクロ
（
2 ％ j<TAB>皮 膚 ， 粘膜 消 ・毒 ， 創面 消

． 毒 コ [ ル <TAB>マ

L ニ ロ クロム・ アセ トン Eエ タ ノ ー ル<TAB>皮

ﾁ 毒
<TAB>

オ キシ ド ・ 一 ル 倍希 釈 <TAB>創面の 殺 菌 ・消毒

I キシ
ド
ール ・ 生 理 食 塩 液 <TAB>創 面の消毒 ， 器 具 洗浄，含 嗽 等
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潤 滑 キシ ロ カ イン ゼ リ
ー 1

鼎．

（1）　検査 ・診断 用剤 （20処 方 ）

一 ＝＝［ 二 ．1誠 分 蝋

〔内 　用 　剤〕〔4 処 方｝

皰 応

〔注　射 　斉1」〕（ll処 方）

息香酸（169．5rng．・．〆10mD

ウ ム （25％）

ブ ル ・一〔1 ％）

PABA ［吸収 試験 （消 f匕1吸収 障害 の

　診 断）

胃部CT 撮 影 ）ll

　レニ 指腸 ゾン デ 法に よ る 胆 汁採集Ii
胃疾 患 に お け る色索内視 鏡 検 査 用

滅 菌イン クレ ミン 液 イ ン クレ ミ ン シ ロ ッ フ
鍾 （10％）（溶

’1生ピ ロ リ ン

　　 「
造 il｝彡剤

酸
．
第 2 鉄 3mM 〔，レ

．
L ）

微1…1
「
〔子 活

’
性炭CII−40懸i濁1夜 ミツ ビ シ ＃40炭 素（1％） 胃；癌 1：術 に 才3け る 胃 リン パ

リ ピ オ ド…ル ・ア ドリアマ イシ 塩酸 ドキ ソ ル ビ シ ン ・リ ビ オ ドー．一ノンウル トラ 悪｛湖 亜瘍 の 診 断

ン エ マ ル ジ ョ ン フ ル イ ド

リ ピ オ ド
ー

ル ・マ イ トマ イ シ ン マ イ トマ イ シ ン C ・リヒ
．
オ ドール ウ ル ト ラフ ル 悪 性 種 瘍の 診 断

エ マ ル ジ
．
コ ン イ ド

0．1M リン 酸 バ ．
ノ フ ァ

ー注身打夜 リン 酸 水 素 2 ナ 1・リウ ム 〔2．87％ ）
・1丿ン 酸 2 尿細管性ア シ ドーシ ス 負荷

水索 ナ トリウ ム 1：0，33％ ）

5 ％ 塩 酸 チ ラ ミ ン 注 塩 酸 チ ラ ミ ン 15 ％1 自律神経機能検．査
0．1％ IICO−60皮 内 テ ．ス ↑・液 ホ リオ キ シ エ チ レ ン 硬化 ヒマ シ 油60｛0，1％．：1 ビ

．
タ ミ ン K2 注皮 内 テス ト

4 ％ 硫 酸 ナ トリウム 注射液 硫酸ナ トリウム 〔4 ％ ノ 尿細管性 ア シ ド
ー一

シ ス 負 荷

ソマ トス タチ ン 注 射剤 ソ マ トス タチ ン 1025mg／ m1 ） イ ン ス リン 感受性 試験

30％膀胱注 入用 乳 剤 重質流
．
動パ ラフ ィ ン ・

ツ イン ・ス パ
．
ン 膀 胱 CT 撮影用

イソ ベ ー
クCMC −Na液 イソペ

ー
ク280  ・

カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー 尿道 造 影斉ll

ス ナ トリウ ム
一．

．轟
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製 　 剤 　 名 ギ 成　分 　〔奮犖：） 適
1

じ

厂

軟膏
・塗布 」〜ll〕14 処 方 ）

0．3α
o コ ン ゴ ー一

レ　ッ　ド打芝　・0．5厂 
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

コ ン ゴ ー
レ
・．’ド（0，3％）

・炭 酸 水 素 ナ トリ ウ ム 胃りJ除 時の 診 断 用

重 1、紐蔽 〔0，5％ ；1

トル イ ジ ン ブ ，レー液 トル イ ジ ン ブ ル ー
（2 ％ ） 色索 散 布法 に よる 胃 内視 鏡 検 径

1 ％硝 酸 ナ トリ ウ ム 液 硝 酸 十 トリウム （1 ％ ） イオ ン トフ ォ レ
ー

シ ス の 対極 川 溶

液
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